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審 判・係 表

大会長   城田 真之

審判長   青栁 俊幸

副審判長  榛葉 亨

競技委員長 榛葉 亨

競技委員  朝田 将幸   藤原 慎吾   木下 孝繁   市村  渉   松田 健一

審判員   北村 泰光   竹内 訓好  宮﨑  浩   大草  務   竹内 泰久

      松嶌 晴康   山岸  禅   飯島 涼太   柳澤  剛   河面  佑

   矢野 博之   髙栁 剛士   若林 康彦   前嶋  輝   山口 雅子

   仁木 良子   鈴木 英介   神津  純   武田 朋大   細野 雅也

   丹羽  貴   小平  一   安部 博文   目須田威彦   八幡 大輔

   小町屋良一   本島 尚之   小平 紀文   後藤 將史   西澤 佳志

   鎌原 央典   藤原 一史   今井 裕敬   中島 和成   井口 哲平

   中体連・剣道連盟審判員

試合場主任 桐生 腎蔵   藤巻  靖   宮沢 悠太   藤松 健介   細田 貴仁

      横川  憲   山下 裕也   現田康太郎        

救 護   長野県高体連剣道専門部

検 量   目須田威彦   本島 尚之   小林 真史   山下 裕也   現田康太郎

記 録   市村  渉 朝田 将幸 藤原 慎吾   木下 孝繁

受 付   小林 真史   井口 哲平   細田 貴仁   松澤  健

会 場   木下 孝繁

報 道   木下 孝繁  市村  渉

補助員指導 朝田 将幸 （上田染谷丘 上田 岩村田 松商学園）

試合運営事項

①足袋・サポーター使用について

・床の接地面に皮・合皮・ゴムは不可。

②試合進行について

・昼食時間は、密を避けるため特に時間を設けません。空き時間を使い取るようにお願いします。

・表彰式は各部門が終了次第行います。

・試合はトーナメント戦とし、三位決定戦を行なう。

・審判目合せは１試合終了後、試合場ごとに実施する。

※場合によっては、上記以外に目合わせを行うこともある。（二日目同様）

③試合方法について

・全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則」および「高体連申し合わせ事項」、「新型コロナウィルス感

染症が収束するまでの暫定的な試合審判法」により実施する。

・団体戦 ４分３本勝負。時間内に勝敗が決しない場合は引き分けとする。

※代表戦の場合、4分1本勝負。勝敗が決しない場合４分ごとの延長戦を行う。

時間内に勝敗が決しない場合、４分ごとの延長戦を行う。延長戦2回終了したところで休息として呼吸

を整えさせる。（選手は立礼の位置まで下がる）

延長戦4回終了したところで給水など面を外しての休憩を行う。

休憩はおおよそ４分間とし、４分後には試合が開始できるようにする。休憩の場合審判員は

一度控え席に下がる。試合が続く場合はこの処置を繰り返す。

④竹刀の検量について

・検量は本年度については、新型コロナウィルス感染防止対策として、各校監督が責任を持って竹刀の

検量を行い、所定の用紙に必要事項を記載し届け出る。届け出時に竹刀を持参し検印を受ける。

・竹刀には校名・氏名を明記すること。模様付鍔・滑り止め加工の柄の使用は禁止します。

・検量は一人２本としてください。追加は試合当日本部対応します。
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    ※検量受付は各高校試合会場前で届け出をおこなってください。

⑤５人に満たないチームとの対戦は、人数の多い対戦校が不戦勝ちとする場所を指定する。なお登録が

５人であって、試合開始時に欠員がでた場合も同様とします。

日  程

１１月２０日（土）・２１日   

開場（選手）   ８：３０

  検量開始    ８：４５～９：１５ （各校試合会場）＊前日の検量は行いません。

審判・監督者会議 ９：１５～９：３０ （試合会場本部前）

練習       ９：３０～１０：００（第 2試合目までのチームは試合会場、その他は練習会場）

                   ※監督会議中、密にならないよう練習会場使用可能

消毒・準備    １０：００～１０：２０

開始式      １０：２０      （1試合目のチームは選手席）

競技開始   １０：３０

表彰式（各部門が終了次第）

〔練習会場及び練習時間〕

試合会場及び練習会場は、試合前及び試合終了後決められた時間実施可能。

11月 19日（金）

・練習は練習会場にて、実施する事が出来ます。密にならないよう譲り合い練習してください。

※試合会場は設営準備終了後使用可能。（17時まで）

※新型コロナウィルス感染防止上、出来る限り各高校で練習をすませるようにお願いします。

11月 20日（土）

・女子団体戦出場者は試合終了後、試合会場及び練習会場にて実施可能。試合終了後時間については連

絡をいたします。

【11月 20日（日）】男子団体戦

第１試合場 第２試合場 第３試合場 第４試合場

男子団体戦

1、5～8、
21，22
29、33
決勝戦

男子団体戦

2、9～12、
23、24
30

男子団体戦

3、13～16、
25、26
31、34

３位決定戦

男子団体戦

4、17～20、
27、28
32

【11月 21日（日）】女子団体戦

第１試合場 第２試合場 第３試合場 第４試合場

女子団体戦

1、４、５、

12、16
決勝戦

女子団体戦

6、7、13
女子団体戦

2、8、9、
14、17

３位決定戦

女子団体戦

3、10、11、
15

◎大会の会場への入場について

  ・大会は無観客でおこなう。

  ・会場への入場は、役員、監督、選手、補助員とする。その他については、大会会場施設には入

れない。（練習会場、更衣室等含む）

・試合会場への入場は、次の試合までの学校とします。

・試合終了後はただちに会場から出るようにしてください。

・試合が終了した学校が会場より出た後、次の学校が入場してください。
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   ※選手以外の１、２年生は体育館等施設への入場はできません。

＊新型コロナウィルス感染防止対策上、選手は試合日のみ大会会場へ来るようにしてください。

ただし、引率等の関係で試合日以外に来る場合は、練習が終わった練習会場、又、女子の場合

は更衣室（格技室）にて待機し、会場に入らないようにしてください。

（新型コロナウィルス感染拡大防止対策にご協力ください）

・ 練習については、登録選手のみとし、短時間で、譲り合って行うようにしてください。

・ 各自でゴミ袋を用意し、すべて持ち帰ってください。※ゴミ袋の持参をお願いします。

・ 下足は各自でビニール袋を用意し、各自で管理をしてください。

・ 監督・顧問・外部指導者の方は、背広・ネクタイで試合場へ入って下さい。

・ ギャラリーでは密にならないよう間隔を１ｍ以上（出来れば２ｍ以上）空けてください。

・ 剣道具等の荷物については、整理してギャラリー通路（女子の場合は格技室）に置くようにして

ください。貴重品は各自、又は各高校で管理してください。

・ 男子の更衣はギャラリーを使用する。女子更衣室は混雑が予想されることから、密にならないよ

うに譲りあって使用する。なお、試合の終了した選手は直ちに着替え、帰り支度をするようにし

早めに解散してください。選手はできる限り家庭にて剣道着に着替え会場に入るようにしてくだ

さい。

・ 駐車場については、別紙を確認。

・ 参加者確認票は、必要事項を記載し顧問が集め、入場時受付にて確認を受けてください。

受付は顧問 1名のみとし、確認後選手の入場となります。

大会中参加者確認票は顧問が管理し、全ての参加者確認票を大会終了後（試合終了後）に本部に

提出してください。大会終了から 2週間専門部にて管理いたします。

（今後の大会について）

・ 全国高等学校剣道選抜大会長野県予選会について

大会要項が決まり次第通知いたします。

全国選抜大会出場資格については、予選会の優勝校より出場権を有する。新型コロナウィルス感

染状況により予選会が開催されない場合は、県新人戦の優勝校より出場の権利とします。

出場チームについては、令和 3 年度長野県高体連新人体育大会剣道大会ベスト８進出校とし、5
名以上の選手登録が出来ること。

・ 北信越新人大会について

団体戦、男女上位４チームが、令和４年 1月月 31日～2月 2日富山県砺波市で行われる大会に出

場する。1チーム 3名以上で出場可。

・ 令和 4年度全日本都道府県対抗剣道優勝大会「先鋒の部（高校生男子）」出場者について

令和 3年度全国高等学校剣道選抜大会の出場チームの中から選考する。
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令和３年度長野県高校体育連盟新人体育大会剣道大会実施に関する

『新型コロナウィルス感染拡大防止対策』連絡事項（重要）

【大会運営】

１．以下に該当する者は出場（関係者は参加）できない。

①基礎疾患のある者

・基礎疾患のある者とは、「糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、透析を受けている方、免疫

抑制剤や抗がん剤等を用いている方など」をいう。

・これらの者が理由あって出場（参加）する場合は、主治医の承認を得るものとする。

②発熱のある者（個人差があるが、一般的には37.5 度以上ある者をいう）

③咳・咽頭痛など風邪の様な症状がある者、その他体調がよくない者、同居家族や身近な知人に感染

及び感染が疑われる方がいて接触がある場合。

④過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又

は当該在住者との濃厚接触がある場合

２．選手並びに関係者は、大会当日に自宅で検温を行い、確認票に、氏名・住所・連絡先電話番号及び

当日の体温を記録し、大会会場に持参する。

３．選手は、面マスク及びいわゆる家庭用マスク（関係者は家庭用マスク）を持参する。選手は、試合

時には面マスク、それ以外（試合開始までの待機中等）は家庭用マスクの着用を前提としている。

試合時以外でも面マスクを着用する予定の選手は、面マスクのみの持参で可。審判員及び役員はマ

スクを着用、係員（受付、検量等）はマスク及びフェイスシールドを着用する。

４．選手は、試合中マスク及びマウスガードを必ず使用する。マスクは口と鼻を覆うものとする。

５．大会は無観客で行い、入場は、選手・監督・顧問・大会役員・係員等許可された関係者のみとする。

大会関係施設への立ち入りも同様とする。

６．選手並びに役員等関係者は常にフィジカル・ディスタンスを保つようにする。（人との距離を最低で

も１ｍ保つ）。

７．観覧席使用の場合は、3 密を避けるため１席以上の間を空け座る。場所取りは行わず、荷物は所定

の場所に置く。

【入場にあたって】

１．選手並びに関係者は、自宅と大会会場との往復の際にはマスクを着用し感染予防に努める。

２．着替えの際は、密集を避けるため、できるだけ家庭で着替えを行った上、入場する。更衣室では密

にならないよう努める（荷物は所定の場所に置く）。

３．受付・施設入場・竹刀検量を行う際は係員の指示に従い、行列にならないよう他者との距離を十分

保つ。

４．大会会場に入場する全ての生徒、顧問、役員は「参加者健康確認票」に必要事項を記載し、提出す

る（選手・補助員は顧問が集めて受付で提出）。

①確認票を持参しなかった者は、原則として入場できない。
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②無観客での大会のため、保護者・OB・OG・3 年生・選手でない 1，2 年生（補助員以外）は入場でき

ない。

③受付までに入場者全員体温測定を行う。（家庭にて測定した者については確認を行う。）

④大会で使用する全ての箇所については、入場を許可された者以外の立ち入りはできない。

５．選手並びに関係者は、アルコール除菌液で細目に手指消毒を行う。また、細目に手洗いも行う（各

学校または各自でアルコール除菌液を準備してさらに消毒の徹底を図る）。

６．選手及び関係者は細目に手洗い・うがいを行う。

【試合及び審判方法】

１．鍔競り合いは感染防止の観点から、お互いに短くなる様に努める。やむを得ず鍔競り合いとなった

場合は、すぐに分かれるか、引き技を出す。（鍔競りでの発声は行わない。引き技の瞬間的な発声は

認める）。審判員は鍔競り合いを解消しない場合は、「分かれ」を宣言する（全剣連ガイドライン 8/27

参照）。

２．審判員は、試合時マスクを着用する。（白色の不織布マスクとする）

３．審判員は、できる限り各自の審判旗を持参する。審判旗は共用しない。

４．審判員の入場、位置、移動等については、全剣連からの資料を参照する。

【大会時間、内容】

１．開閉会式は行わない。表彰式については部門ごと、試合が終了次第行う。

２．県大会での試合順については、1 日目男子団体、2 日目女子団体とし、それぞれ決勝まで行う（地区

大会については、地区ごとの現状に合わせて行う）。

３．試合時間は、団体戦 4 分 3本勝負。勝敗が決しない場合、延長戦は行わず引き分けとする。代表戦

は 4 分１本。勝敗の決しない場合、4 分の延長戦を行い、2 回終了後に呼吸を整えさせる為の休息

を行い、延長戦 4回終了ごとに面を外し給水処置を行う等の休憩をとる。休憩時間はおおよそ 4分

間とし、4 分後までには試合が開始出来る様に準備する。

４．「アップ練習」については、指定された場所、時間で行う。ただし、密にならないようにするため、

出場選手のみの使用とし、短時間とする。

【その他】

１．選手及び関係者は、ごみは必ず持ち帰る。使用したマスク、ティッシュ等は持参したビニール袋に

入れ、封をして持ち帰る。

２．大会終了後 2週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合、速やかに専門委員長に報告す

る（濃厚接触者の有無等についても報告）。又、各校顧問は全剣連への報告も行う。

３．県大会については、新型コロナウィルス感染対策及び救済処置として、個人戦は行わず団体戦のみ

とし、オープン参加といたします。

４．新型コロナウィルス感染者が出た場合は、参加者全員に PCR 検査あるいは抗原検査の実施をお願い

します。結果は速やかに各地区専門委員長に報告してください。
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三位決定戦

1 長 野 日 大 19
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9
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1
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野 沢 北
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松 本 深 志24
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4 長 野 工 業

8 岩 村 田

7 松 本 秀 峰

3

6 上 田 西

諏 訪 清 陵
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11 上 田

3

5 長 野
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三位決定戦

13

9 長 野 商 業

7

8 松 本 蟻 ヶ 崎

3 学 園 長 野

上 田

7

2

1716

4 上 田 染 谷 丘

岩 村 田

屋 代17

2 田 川

6 塩 尻 志 学 館

5

女子団体戦

下 伊 那 農 業

12 長 野

18

15

篠 ノ 井

都 市 大 塩 尻

長 野 清 泉

上 田 西
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3

5

11

松 商 学 園1

1

12 14

4

6

佐 久 長 聖
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9
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長 野 日 大

松 代
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令和３年度　長野県高等学校新人体育大会剣道競技会参加選手名簿

男子団体

学校名 先　鋒 次　鋒 中　堅 副　将 大　将 補　員 補　員

1 長 野 日 大 小 口 田 子 小 島 嶋 田 宮 下 青 木 志 村

2 屋 代 島 田 酒 井 若 狭 大 澤 壬 生 西 澤

3 木 曽 青 峰 深 澤 小 林 松 尾 中 畑

4 長 野 工 業 下 条 小 林 瑛 石 井 小 林 佑 吉 池 徳 武 中 沢

5 長 野 大 和 干 川 田 中 中 澤 小 林 寺 島 福 泉

6 上 田 西 関 翔 甲 田 土 屋 柳 澤 関 大 大 平 吉 見

7 松 本 秀 峰 小 口 茂 木 笹 原 萩 元 竹 内

8 岩 村 田 青 木 黒 澤 髙 安

9 松 商 学 園 丸 山 多 羅 尾 栁 澤 松 井 下 条 青 柳 小 幡

10 長 野 西 片 山 安 田 須 藤 下 田

11 上 田 小 口 宮 下 天 野 邑 田 森 瀧 澤 浅 野 井

12 上 田 東 藤 澤 市 川 佐 藤 中 沢 坂 田

13 松 代 滝 沢 岩 下 宮 澤

14 須 坂 金 児 北 澤 本 村 外 谷 小 山 青 木 梅 本

15 諏 訪 清 陵 吉 池 細 田 丸 山 土 田

16 Ｏ Ｉ Ｄ Ｅ 長 姫 佐 々 木 原 三 石 金 田 平 島

17 飯 山 永 峯 藤 沢 阿 部 佐 藤 宮 島 小 嶋 轟

18 上 伊 那 農 業 田 中 石 川 稲 垣 仲 藤 横 山 酒 井 河 合

19 佐 久 長 聖 半 田 前 角 柳 澤 坂 口 徳 竹 小 平 林

20 都 市 大 塩 尻 下 田 塩 原 髙 橋 西 尾 髙 桑

21 松 本 県 ケ 丘 川 合 坂 巻 田 中 友 廣 木 幡 百 瀬 北 原

22 伊 那 弥 生 ヶ 丘 小 町 谷 林 三 澤 春 日 北 原

23 野 沢 北 津 金 田 中 今 井 柳 沢 小 林 高 橋 小 池

24 松 本 深 志 小 池 足 立 加 藤 蒲 生 岡 本

25 岡 谷 南 藤 森 藤 沢 馬 場 赤 木

26 松 本 蟻 ケ 崎 加 地 内 藤 飯 森 水 谷 荻 野 津 田

27 上 田 染 谷 丘 五 十 嵐 宇 都 宮 若 林

28 飯 田 櫻 井 澤 栁 上 野 下 岡 宇 佐 美 森 本 竹 村

29 松 本 工 業 小 林 松 澤 太 田 唐 沢 上 條 大 澤 棚 橋

30 上 田 千 曲 武 井 和 田 石 井

31 下 伊 那 農 業 仲 川 水 野 菅 沼 熊 谷 後 藤 肥 後 原

32 赤 穂 髙 木 金 澤 宮 島 小 林 林

33 南 安 曇 農 業 千 國 井 上 浅 川 宮 城

34 須 坂 創 成 山 﨑 小 林 駒 村 大 森 淀

35 長 野 高 専 岡 本 阿 藤 岡 村 中 村 笠 井 ｸﾞｪﾝﾌｧﾝｱｲﾝ 栁 本

36 長 野 商 業 唐 木 田 甘 利 青 山 田 中 橋 本 中 島
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令和３年度　長野県高等学校新人体育大会剣道競技会参加選手名簿

女子団体

学校名 先　鋒 次　鋒 中　堅 副　将 大　将 補　員 補　員

1 松 商 学 園 平 島 倉 田 上 島 内 田 山 本 結 窪 田 山 本 紗

2 田 川 小 室 五 十 嵐 長 瀬

3 学 園 長 野 脇 坂 足 立 長 崎 渡 部 栗 林

4 上 田 染 谷 丘 櫻 井 宮 下 鶴 巻 権 田

5 上 田 花 村 南 山 石 田 八 巻 篠 子 菊 地

6 塩 尻 志 学 館 降 旗 増 田 武 井 愛 髙 木 武 井 美

7 岩 村 田 浅 沼 羽 毛 田 岩 笹 木

8 松 本 蟻 ケ 崎 野 口 清 水 堀 江

9 長 野 商 業 塚 田 山 下 船 崎

10 長 野 日 大 田 中 和 田 永 井 小 島 松 山 田 端 渡 邊

11 下 伊 那 農 業 朝 山 島 坂 巻 山 下

12 長 野 青 柳 森 木 村 荻 原 若 林

13 篠 ノ 井 渡 辺 中 澤 島 田 若 林 山 城

14 長 野 清 泉 水 﨑 宮 下 青 木

15 上 田 西 大 澤 東 福 寺 小 松 原 笠 原 柳 沢

16 都 市 大 塩 尻 井 川 今 關 北 澤 島

17 屋 代 村 田 栁 沢 星 野 内 山

18 松 代 椎 名 戸 矢 崎 永 江

19 佐 久 長 聖 髙 山 今 井 佐 野 坂 本 中 村 川 手
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第１

第２

１階

１階

１階

男

女

非常階段

１階

会場（諏訪実業高校）駐車場　案内図（大会当日）

更衣室
ﾄｲﾚ女

プール ﾛｰﾀﾘｰ

□ □ □ □

器具室

科の葉会館

更衣室

駐
輪
場

顧問　駐車場

顧
問
駐
車
場

更衣室
ﾄｲﾚ男 耐火倉庫

更衣室

体育科
準備室

第２体育館
(小体育館)

器具室
商業科棟

昇降口棟部室・ｸﾗﾌﾞ練習室棟

生徒昇降口
階
段

倉
庫

格技室・トイレ

ゴミ

集積所

来客
ﾄｲﾚ

周
年
記
念
庭
園

階
段

倉
庫

創
立

練習室

音楽室

体育倉庫

屋外

80

音楽室棟

準備室

倉
庫

〈正門〉

至　諏訪IC至　下諏訪・岡谷

〈体育館側入口〉

専
門
部
駐
車
場

バ
ス
専
用
駐
車
場

バス・専門委員のみ

第１体育館
(大体育館)

科の葉会館

機械室

諏訪中学校
グラウンド

諏訪中学校
グラウンド

１階
トイレ

２階
格技室

女子更衣室

審判員
駐車場

※
送
迎
車
一
方
通
行

練習会場

試合会場

混合教室棟
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頭頚部や顔面に強い衝撃を受けた時は 

◇安静にし、すぐに専門医の診察を!
◇本人が「大丈夫」と言っても競技に復帰させない!

※意識があっても生命にかかわる場合があります

フローチャートは、独立行政法人日本スポーツ振興センター『スポーツ事故防止ハンドブック』より

   監修：長野県日体協公認スポーツドクター協議会 

作成：長野県教育委員会事務局スポーツ課学校体育係 

スポーツによる脳震盪は、そのまま競技・練習を続けると、これを何

度も繰り返し、急激な脳腫脹や急性硬膜下血腫など、致命的な脳損傷

を起こすことがある。一般社団法人日本脳神経外科学会 

「スポーツによる脳損傷を予防するための提言」より 

「セカンドインパクトシンドローム（SIS）」・・・脳に同じような外傷が二度加わった場合、
一度目の外傷による症状は軽微であっても、二度目の外傷による症状は、はるかに重篤にな
ることがあること。 

スポーツによる脳震盪は、意識障害や健忘がなく、頭痛や気分不良などだけのこともある。

  後述「スポーツによる脳損傷を予防するための提言」より 

  

頭

頚

部

外

傷

発

生 

意識障害 
の有無を確認 

保護者に連絡して 

家庭で観察 
頚髄・頚椎損傷 
の疑いを確認 

脳震盪症状 
の有無を確認 

あり 

な

し

あり あり 

１１９番通報 

ＡＥＤの手配 

意識障害の確認例 

●開眼していない

●話すことができない

●時・場所・人が正確に

わからない

●外傷前後の事を覚え

ていない

★運動マヒ

★筋力低下

★しびれ

★異常感覚

★頭痛

★吐き気

★気分不快

★けいれんや普段と

違う行動パターン

★バランステストの

異常

    等 

すぐ回復 

★心肺蘇生の開始

★ＡＥＤの使用

呼吸、体動などを再評価 

救急隊の到着を待つ 

呼吸あり 

頚部の安静に 

留意し 

呼吸の確認 

呼吸なし・わからない 

回復しない 

帰宅後異常あり 

な

し

な

し

『練習、試合への復帰は慎重に』・・・スポーツへの復帰は慎重

にし、必要に応じて脳神経外科専門医の判断を仰ぎましょう。 
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各学校は下記の様式のとおり団体戦選手表と個人戦個票を作成し、大会当日審判・監督者会

議までに本部へ提出して下さい。

団体戦用 B5用紙を 6枚使用して、メンバー表を作成してください。

○

学

校

名

姓 姓 姓 姓 姓

←B5 １枚→ ←B5 １枚→

個人戦用（B5サイズ一枚で作成）

○

姓

（校 名）

  

※ 学校名を男子は黒、女子は朱書して下さい。

※ 団体戦は左より 先鋒・次鋒・中堅・副将・大将の順に記入、選手が 4名または 3名の

場合左よりつめて記入

※ 個人戦は左上（○印の位置）に選手番号を記入してください。

※ 団体戦メンバー表は、○の位置にリーグ表に記載されている自校の番号（例 A1 等）を

記入してください。

大会に関する問い合わせ先

長野県高体連剣道専門部

南安曇農業高等学校 榛葉 亨

Tel 0263－72－2139  Fax 0263－71－1150

長野県高体連事務局

〒380-0802 長野市上松 1－16－12

長野高等学校 金鵄会館内

Tel 026－234-1205  Fax 026－234-1240
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（様式１）

称号・段位   ・   段

連絡先 ℡

既往症 なし ・ あり（                     ） 緊急連絡先

〈個人情報の取り扱いについて〉記入された個人情報は、本連盟が責任をもって管理し、大会運営における緊急時の対応に使用する場合があります。
11/6 11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 11/14 11/15 11/16 11/17 11/18 11/19 11/20 11/21

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

【記入上の注意点】 ☆1は体温を記入する。 ☆２～10は〇×を記入する。 ☆11はどちらかを〇で囲む。
〇この票は大会当日持参し、会場入場時に係員に提示、受付時に提出してください。

同居家族に１～７のいずれの症状もみられない

政府から入国制限等を受けている国、地域等へ
の渡航または当該在住者との濃厚接触がない

項 目

《県高体連剣道専門部》

住所 〒 ℡

℡

感染が疑われる知人との接触がない

県外への往来・滞在の有無
※有の場合：都道府県名記入

11

検温【平熱     ℃】

体がだるくない

息苦しさがない

のどの痛み・せき・たんがない

鼻水・鼻づまりがない

頭痛、腹痛がない

におい、味を感じる

令和3年度長野県高等学校新人体育大会剣道大会（開催日：令和3年11月20日・21日）

（大会時の緊急事態に備えて連絡の取れる方の連絡先）

血液型 RH（   ）   型生年月日  昭  ・  平   年   月   日  年齢    歳

参加者確認票（兼 健康チェックシート）役員・審判員・選手用・補助員用
氏 名 (学校名               ）

新型コロナウイルスワクチン接種について ： ・２回接種  ・１回接種  ・なし   ※該当箇所を○で囲む
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令和３年度 長野県高等学校新人体育大会剣道大会

竹刀点検確認証

下記について、選手の竹刀を監督が確認後□にチェックし、適正な竹刀のみ使用させて下さい。

１ □ 長さは適正である。（117ｃｍ以内）
２ □ 重量は足りている。（男子４８０ｇ以上、女子４２０ｇ以上）
３ □ 先皮先端部最小直径値は適正である。（男子 26mm 以上、女子 25mm 以上）

  ４ □ 竹刀最小直径（先端より 8cm）（男子 21mm 以上、女子 20mm 以上）
５ □ 中結は適正な位置に固定されている。
６ □ 竹と竹の間に極端な隙間がない。
７ □ 破損やささくれがない。
８ □ 滑り止めのついている柄皮を使用していない。
９ □ 弦は色が単色で、適正に締められている。

１０ □ 柄皮には高校名・名前のみが明記されている。
１１ □ その他、全日本剣道連盟の規格に外れていない。

本大会出場選手の竹刀に関する上記の項目を確認しました。

男子出場選手    名   確認竹刀本数    本

女子出場選手    名   確認竹刀本数    本

令和３年   月    日

学校名               

監督氏名             印

※この竹刀点検確認証は監督が当日受付へ提出して下さい。
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Ａ　表

各校顧問　→　専門部　 Ｎｏ．

大会名

学校名

顧問名

日　程 エントリー選手 左記以外の選手 マネージャー 教員・職員・外部指導者

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

合　　計

＊日程が重複する場合は、合計日数に算入しない。例）出発日後、抽選会がある場合。

＊エントリー選手以外の選手とはエントリーされていない応援・補助員などの部員をさします。

例）　同一競技日に選手として出場した生徒が、別の生徒の試合の補助員として手伝った

エントリー選手　1名　左記以外　0名

＊団体戦、個人戦が混在する場合、同一競技日の選手人数が重複しないように注意してください。

　　例）同一競技日に、個人戦選手５名、団体戦10名、両方参加（重複）した選手３名の場合。

　　選手数　：　５＋10－３＝12名となります。 （１日に何試合出場しても、延べ１名のカウントとなります）

各校顧問は、自チーム競技終了日までに専門部に提出すること
　　　　会場が複数の場合には競技終了会場にて提出すること

保険会社への報告のための基礎資料となります。
ご記入の上、開催県の専門部にご提出ください。

報告日　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　

2021年度活動状況報告書

長野県高体連総合体育大会剣道大会

＊選手と応援・補助員の人数が重複しないように注意してください。エントリー選手が試合後、同日に補助員や応援
を行った場合はエントリー選手として計算してください。
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